
 

 

 

 

 

 

 

 

 

～あけましておめでとうございます～ 

新しい元号令和になって初めてのお正月を迎えました。今年は「子年」です。 

もともとねずみ年の「子」は「ふえる・しげる」という意味があり、 

「新しい生命が種子の中に生まれた状態」となるので、２０２０年は 

何かが始まり、未来へ向けて育ち始める年となりそうです。 

さて、約２週間の冬休みを終え、子どもたちのにぎやかな声が学校 

にもどってきました。いよいよ３学期の始まりです。３学期の授業日数 

５２日、６年生が４９日と１年で一番短い学期です。でも、進級や進学に向けて重要なまとめ

をするために、とても重要な学期でもあります。子どもたちが落ち着いて学年のまとめができ

ますように、どうぞよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年も教職員一同、力を合わせて子どもたちのために全力で教育活動に取り組んでいきます。

保護者の皆様、地域の皆様には引き続き、ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

                               校長 永井 君子 

３学期は、“竹の節” 

令和２年、子年のはじまりです！ 

立花南だより 

 
 

 

令和２年１月１０日(金) 

尼崎市立立花南小学校 

尼崎市三反田町 2－16－1 

Tel(06)-6427-5445 

http://www.ama-net.ed.jp/school/E24/index.htm        

みなさん、竹を知っていますか。この学校にも竹が生えていますね。竹は背が高

いわりには太さは細いです。竹は弱そうに見えますが実はとても強いのです。地震

の時など竹のたくさん生えているところに逃げ込むと安全と言われています。竹は

なかなか折れたりしないからです。また、重い雪が載ってもびくともしません。やわ

らかく曲がるだけで折れません。そして雪が融けるとバネのようにまた元に戻ろう

とします。では、なぜ強いのかというと、竹にはたくさんの「節」があり、幹をしっかり

と支えているからです。 

実は、みなさんにも「節」があります。この始業式もそうですし、朝読書や勉強が

始まるときの礼などもそうです。こうした一つ一つの「節」を大切にしていきましょ

う。すると、竹のように「強く」なれます。 

３学期は１年の中でも一番短い学期ですが、学年の節目の学期です。また、６年

生は小学校生活全体に対する締めくくりの学期でもあります。よりよい節目になれ

るように日々の小さな節目を大事にしていきましょう。 【始業式の校長講話より】 

 

 



 

 

☆1月の生活目標 休み時間も ろうかは静かに歩こう  

 

☆オープンスクール  17日（金）  

 

  ○２校時から５校時にオープンスクールがあります。子どもたちの普段の様子が見ら

れるよい機会ですので、是非お越しください。 

 

○5 校時は地震と津波を想定した避難訓練があります。今年で阪神・淡路大震災から

25年目を迎えます。25年間の復興のあゆみを踏まえ、震災から得た貴重な体験を語

り継ぎ、それを将来の災害への備えとして日常的な取り組みの中に生かし、「減災文

化」を構築していくことが大切だと言われています。この機会にご家庭でも日々の

備えの大切さ、緊急時の連絡方法や避難場所、持ち出す荷物など、「備え」について

子どもたちと一緒に話し合っていただけたらと思います。（後日、手紙とワークシー

トを配布いたします。） 

 

  ○同日に書き初め展（保護者鑑賞 9：40～13：55）があります。子どもたちが新年最

初の新たな気持ちでのぞんだ書き初めをご覧ください。 

 

☆子どもたちの日頃の様子について 

  2学期、子どもたちの日頃の様子について、気になることがありましたので、一度ご

家庭でも以下のことについてお話してみてください。  

 

① お金の貸し借りや友だちにお金や物をおごるなどトラブルがありました。子ども

たちのお金の管理を見直していただきますよう、よろしくお願いいたします。 

② 遅くまで公園等で遊んでいる様子を見かけます。帰宅時刻を今一度ご家庭でお話

してみてください。 

③ ショッピングモールなどの校区外へ子どもたちだけで遊びに行っている子がい

ます。トラブルも起きていますので、校区内で遊ぶよう声かけのほうお願いいた

します。 

④ 携帯電話、スマートフォンを使ったトラブルが起きています。我々大人も気をつ

けないといけないところですが、子どもたちがネット上でのトラブルに巻き込ま

れないよう、ご家庭でも使い方をもう一度確認するようお願いいたします。 

 

 

☆児童の早退について  

   事情があり、早退する場合は、子どもを一人で帰すことは安全面を考えると危険で

あるため、保護者の方にお迎えに来ていただく必要があります。申し訳ありませんが、

ご理解のほどよろしくお願いいたします。 
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